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河尻  浩一  議員

（質問） ①修学旅行および進路指導の進捗状況
と今後について、 ②働き方改革における教職員
のモチベーションについて問う。
（答弁） ①修学旅行は、県内を目的地として、中
学校は９月に、小学校は10月から11月にかけて
実施し、集団宿泊的行事の狙いが達成できた。
受験については、子どもたちが不安にならない
ように適切な指導を行う。 ②教育現場では管理
職・教職員、共に難しい問題や子どもたちの指
導に大きな力を注いでいる。教育委員
会は教職員が少しでもやりがいを持っ
て働けるように努力をしていく。

教育の諸問題について
宮本  正一  議員

（質問） 鈴鹿青少年の森に建設予定のサッカー
スタジアムについて、市の対応を確認する。
（答弁） Ｊリーグ参入を目指す鈴鹿ポイントゲッ
ターズの民間資本によるスタジアム建設に際し
て、市の直接的な財政支援はないが、スタジア
ム設置に係る公園使用料は免除の方向で三重県
と調整が進んでいる。今後のスタジアム拡張に
ついては、まずはＪ3規格のスタジアム建設に向
けて、周辺環境の整備も含めて、引き続き、運
営会社である㈱アンリミテッド、三重県、
関係機関と協議、調整を行っていく。
その他の質問 〇企業誘致と新工業団地の進捗

スポーツ施設の整備方針について
新 緑 風 会 新 緑 風 会

山中  智博  議員

（質問） 通勤や通学に自転車を利用する人が全
国で増えているが、自転車側が加害者となる事
故が増加し、数千万円もの賠償を命じられる事
例もある。保険義務化への本市の考えは。
（答弁） 本市で自転車側が 「第１当事者」 となった
人身事故は令和２年10月末時点で６件（前年同月
比９件減）。被害者救済の観点からも自転車保険
加入は促進する必要があり、改正が進められる三
重県交通安全条例に自転車保険への加入が規定さ
れた際は、さらに啓発と周知に取り組む。
その他の質問 〇市街地レース 〇一般
質問への対応と進捗管理

自転車保険の義務化について
藤浪  清司  議員

（質問） 衛生上有害であったり、危険性が高いなど、
住民の生活環境に深刻な影響を及ぼす管理不全空
き家は早期に対応する必要がある。指導・勧告な
どに従わない場合、行政代執行を行い、その上で
所有者などから費用回収に努めるべきでは。
（答弁） 今後、緊急に危険を回避する必要がある
場合は、行政代執行を含め、さまざまな手法に
ついて検討し、所有者が不明である場合の略式
代執行についても、国の財政的支援などを活用し、
実施に向けて検討していく。
その他の質問 〇パートナーシップ制度 
〇人権と虐待防止

放置空き家対策について
新 緑 風 会 公 明 党

市川 　昇  議員

（質問） 県営鈴鹿青少年の森周辺のエリアマネジ
メントについて、建設予定の鈴鹿ポイントゲッ
ターズの新スタジアム周辺が将来注目される地
域となるには、さまざまな施策が不可欠となる。
地域活性化の実現に向けて、他の地域では周辺
のエリアマネジメントも含めた考え方をしている。
本市は鈴鹿市都市マスタープランの中でどのよ
うに考えているのか。
（答弁） 都市マスタープランでは、この周辺を集
客施設が集積する地域などとして位置
付けており、この方向性に従いまちづ
くりを進めていく。

鈴鹿市の将来を見つめて その４
森　喜代造  議員

（質問） 引きこもりの高齢者の安否確認と認知
症の現状、予防について。
（答弁） 高齢者の見守りについては、民生委員・児
童委員の活動の中で、友愛訪問を実施している。
本市は、老人会やサロンの活動を支援し、高齢
者が社会参加の機会を得られるような地域にな
るよう推進していく。現在、本市の認知症高齢
者数は約4,700人で今後増加する見込みである。
認知症の予防としては、介護予防教室やサロンな
どの通いの場を充実させ、推進していく。
その他の質問 〇子どもの居場所作り 
〇清掃センター

高齢者対策について
鈴鹿太志会 自由民主党

鈴鹿市議団


